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更
新

の
講
義
内
容

豊
富
な
語
彙
を
学
ぼ
う(

『
分
類
語
彙
表
』)

19

キ
ィ
ー
ワ
ー
ド
〔
同
義
語
・
広
義
語
・
狭
義
語
・
関
連
語
・
反
義
語
〕

語
彙
と
は

語
彙
と
は
、
端
的
に
表
現
す
る
と
「
語
の
集
合
」
を
云
い
ま
す
。
人
が
集
ま
っ
て
家
族
を
作
り
上
げ
て
、
こ
の
一
家

族
と
一
家
族
と
が
集
合
し
て
一
部
族
を
成
し
、
部
族
と
部
族
と
が
融
合
し
て
村
里
を
組
織
し
、
村
里
と
村
里
が
一
つ
に

併
合
し
て
縣
郡
を
形
成
し
、
縣
郡
と
縣
郡
と
が
結
合
し
て
、
一
つ
の
国
と
な
り
ま
す
。
更
に
、
そ
の
小
国
と
小
国
と
が

連
合
統
治
さ
れ
て
大
国
を
誕
生
さ
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
の
こ
と
ば
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
統
合
分
類
さ
れ
た
り
、
あ

る
と
き
に
は
逆
に
細
密
に
区
分
類
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
現
実
に
は
、
同
じ
物
体
や
景
観
を
見
て
い
て
も
、
生
ま
れ
や
育

ち
が
異
な
る
世
界
に
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
認
知
度
合
い
も
、
感
じ
と
り
方
も
自
ず
と
異
な
っ
た
も
の
へ
と
形
成
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
に
照
ら
し
併
せ
て
名
付
け
た
語
（
こ
と
ば
）
に
も
別
の
呼
称

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
と
は
い
え
、
元
は
一
つ
で
す
か
ら
、
こ
の
語
源
を
問
い
訊
ね
て
い
く
と
、
こ
と
ば

の
家
族
構
成
や
組
織
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

特
に
人
に
不
可
欠
な
も
の
の
名
前
は
、
こ
れ
を
知
り
う
る
手
懸
か
り
と
な
る
痕
跡
が
遺
っ
て
い
て
、
な
る
ほ
ど
、
そ

う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
と
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
誰
で
も
経
験
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
「
塩
」

と
い
う
こ
と
ば
、
和
語
で
は
「
し
お
」
と
だ
け
云
い
ま
す
。
英
語
で
は
「
ソ
ル
ト
」
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
サ
ラ
リ
ー
」

ほ

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
語
が
同
じ
事
物
名
を
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
命
名
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
認
識

- 2 -

語
と
し
て
確
立
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の
世
界
中
の
「
し
お
【
塩
】
」
に
つ
い
て
、
も
っ
と
教
養
を
深
め
た
い
人

は
、
渋
谷
に
あ
る
「
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
」
に
足
を
運
ぶ
と
よ
り
高
度
な
文
化
に
出
会
え
る
で
し
ょ
う
。
次
に
、
飲

食
品
物
の
一
つ
で
あ
る
「
茶
」
は
、
印
度
大
陸
を
基
点
に
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
ま
り
、
国
際
言
語
社
会
の
な
か
で
今

チ
ヤ

日
「Tea

」
と
「Tya

」
く
ら
い
の
二
大
別
程
で
呼
称
表
現
さ
れ
て
き
た
語
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
茶
葉
」
の
産
地
名

の
名
を
取
っ
て
、
こ
の
茶
の
銘
柄
に
名
前
が
次
か
ら
次
と
派
生
し
て
い
き
ま
し
た
。
中
国
大
陸
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た

「
茶
」
も
、
そ
の
茶
の
植
栽
地
名
で
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
「
宇
治
茶
」
が
そ
の
代
表
格
で
、
他
に
「
八
女
茶
」

「
嬉
野
茶
」
「
藪
北
茶
」
「
狹
山
茶
」
「
静
岡
茶
」
が
世
に
知
ら
れ
、
そ
の
精
製
方
法
に
よ
っ
て
「
番
茶
」
「
煎
茶
」
「
焙

茶
」
「
緑
茶
」
「
玉
露
茶
」
「
抹
茶
」
と
も
呼
称
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
を
図
式
化
す
る

と
、
人
の
集
合
体
（
組
織
）
の
よ
う
に
統
合
化
さ
れ
て
分
類
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
そ
こ
に
は
風
俗
や
文
化
と
い
う
も

の
が
密
接
に
影
響
し
て
き
て
い
ま
す
。
人
で
も
自
分
と
同
じ
思
考
行
動
す
る
人
を
集
め
る
場
合
と
、
自
分
と
は
全
く
異

な
る
思
考
行
動
を
す
る
人
を
周
囲
に
迎
え
る
こ
と
と
が
実
際
の
人
間
社
会
に
は
存
り
ま
す
。
こ
の
全
く
異
な
る
集
合
体

づ
く
り
に
よ
っ
て
生
き
る
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
と
ば
で

も
長
い
間
、
永
遠
に
連
続
し
て
使
っ
て
い
ま
す
と
、
息
苦
し
く
な
る
も
の
で
す
。こ
う
し
た
と
き
、
外
部
か
ら
新
鮮
な
息
吹

い
ぶ
き

を
求
め
て
こ
れ
を
受
け
容
れ
る
こ
と
で
、
同
じ
も
の
で
も
別
種
な
も
の
に
変
容
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
「
品
格
」
を
高

め
る
こ
と
で
、
そ
の
も
の
が
有
す
る
価
値
観
が
変
化
し
て
い
く
の
で
す
。
こ
の
変
動
は
、
実
際
に
経
験
し
た
事
象
を
以

て
み
れ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
理
解
が
可
能
な
も
の
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
「
日
本
国
有
鉄
道
」
が
民
営
化
さ
れ
た
こ

と
で
、
横
文
字
で
「
Ｊ
Ｒ
」
（
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ー
ル
）
に
社
名
を
変
更
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
組
織
が
こ
の
変
更
を
試

み
ま
し
た
。
時
に
は
組
織
合
併
が
別
の
名
称
を
誕
生
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
「
こ
と
ば
の
命
名(

ネ
ー
ミ
ン
グ)

」

に
つ
い
て
興
味
関
心
の
あ
る
方
は
、
そ
の
専
門
方
面
に
つ
い
て
各
自
が
「
ス
カ
イ
プ
」
を
利
用
し
て
学
習
す
る
こ
と
を

お
奨
め
し
ま
す
。
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語
彙
を
分
類
す
る

日
本
に
は
、
古
来
か
ら
中
国
の
影
響
を
受
け
て
こ
と
ば
を
意
義
分
類
に
よ
り
区
分
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な

分
類
方
法
が
、
当
代
の
古
字
書
及
び
古
辞
書
類
に
見
え
て
お
り
ま
す
。
平
安
時
代
の
文
章
博
士
で
あ
っ
た
源
順
が
編
纂

し
た
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
は
、
「
天
地
部
・
人
倫
部
・
形
體
部
・
疾
病
部
・
術
藝
部
・
居
處
部
・
舟
車
部
・
珎
寳
部
・

布
帛
部
・
裝
束
部
・
飲
食
部
・
器
皿
部
・
燈
火
部
・
調
度
部
・
羽
族
部
・
毛
群
部
・
牛
馬
部
・
龍
魚
部
・
龜
具
部
・
虫

豸
部
・
稲
穀
部
・
菜
蔬
部
・
果
蓏
部
・
草
木
部
」
と
云
っ
た
中
国
の
類
書
に
規
範
を
求
め
、
こ
れ
を
分
類
し
、
そ
こ
に

一
連
の
和
漢
の
こ
と
ば
を
収
録
し
て
、
そ
の
典
拠
名
を
明
確
に
記
録
す
る
こ
と
で
、
当
代
の
日
本
人
に
関
心
の
あ
る
「
」

こ
と
ば
の
典
」
を
編
纂
し
て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
に
は
宋
風
禅
を
学
ぶ
た
め
に
彼
の
地
に
渡
海
し
、
さ
ら
に
は
室
町
時
代
に
成
る
と
、
中
国
宋
の
国
か
ら
日

本
に
渡
航
し
た
禪
僧
た
ち
が
、
新
た
な
唐
宋
音
に
よ
る
こ
と
ば
の
語
を
携
え
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
も
、
「
饅
頭
」
「
索

麺
」
「
蒲
團
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
を
聞
い
た
こ
と
が
在
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
唐
宋
音
の
語
を
を
反
映
し

た
通
俗
古
辞
書
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
文
安
元
年(

一
四
四
四)

に
東
麓
破
衲
と
い
う
僧
侶
に
よ
っ
て
『
下
學
集
』
上
下

二
冊
か
ら
成
る
辞
書
が
そ
れ
で
す
。

そ
の
分
類
も
、
「
天
地
門
。
時
節
門
。
神
祇
門
。
人
倫
門
。
官
位
門
。
人
名
門
。
家
屋
門
。
氣
形
門
。
支
體
門
。
態

藝
門
。
絹
布
門
。
飲
食
門
。
器
財
門
。
草
木
門
。
彩
色
門
。
數
量
門
。
言
辞
門
。
畳
字
門
」
の
一
八
部
門
に
分
類
さ
れ
、

和
式
漢
字
文
で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
類
書
に
基
づ
く
分
類
方
法
が
日
本
語
の
根
底
に
は
あ
り
ま
す
。
こ
の
伝
統
は
凡
そ
明
治
時
代
初
期
ま
で
運
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用
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

で
は
、
明
治
時
代
以
降
の
語
彙
の
分
類
方
法
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
図
書
館
の
書
籍
を
十
進
分
類
に
し
て
コ
ー
ド
化

し
て
、
そ
の
書
物
の
所
在
を
決
定
す
る
の
と
同
じ
方
式
で
、
「
こ
と
ば
の
十
進
分
類
法
」
が
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

と
ば
を
分
類
し
た
『
分
類
語
辞
典
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
辞
書
が
幾
つ
か
編
纂
さ
れ
て
も
い
ま
す
。

日
本
語
の
基
幹
語
彙

実
際
の
日
本
語
の
基
幹
語
彙
を
見
て
み
ま
す
と
、
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
な
語
は
、
意
外
に
も
表
出
し
て
き
ま
せ
ん
。

「
理
解
語
彙
」
や
「
使
用
語
彙
」
と
は
異
な
る
語
群
だ
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
仏
教
な
ど
で
云
う
と
こ
ろ
の
和
語
「
さ
と
り
」
と
い
う
語
は
、
漢
字
で
表
記
す
る
と
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
と
云
え
ば
、
平
安
時
代
後
期
に
成
っ
た
古
辞
書
に
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
近
代
に

な
っ
て
で
す
が
、
岡
山
出
身
の
正
宗
敦
夫
さ
ん
が
こ
の
古
辞
書
に
対
し
て
、
和
訓
を
五
十
音
順
に
並
べ
替
え
て
、
「
假

名
索
引
」
〔
風
間
書
房
刊
〕
を
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
研
究
者
は
こ
の
假
名
索
引
と
漢
字
索
引
と
を
用
い
て
、

こ
の
「
さ
と
り
」
の
項
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
サ
ト
リ
」
と
い
う
假
名
の
語
を
和
訓
索
引
で
調
べ
て
み
ま

す
と
、

【
慧
】
【
僧
】【
轂
】
【
末
】
【
適
】
【
達
】
【
通
】【
躰
】
【
聡
】
【
喆
】
【
嚞
】
【
哲
】
【
呈
】
【
喩
】
【
見
】
【
觀
】
【
覺
】
【
司
】

【
棉
】
【
晤
】
【
智
】
【
服
】
【
體
】
【
解
】
【
質
】
【
哲
】
【
木
】
【
諳
】
【
讃
】
【
識
】
【
粕
】
【
虫
】
【
諭
】
【
譚
】
【
裳
】
【
膕
】

【
彦
】【
啝
】【
膵
】【
膀
】【
辷
】【
槝
】【
辭
】【
藏
】【
悟
】【
懇
】【
秩
】【
蹂
】【
豪
】【
性
】【
奏
】【
審
】【
察
】【
厠
】【
俎
】
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【
胥
】
【
了
】
【
蘓
】
【
貊
】
【
威
】
【
醒
】
【
欠
】
【
喩
】
【
曉
】

と
い
っ
た
文
字
が
検
索
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
和
訓
漢
字
の
語
は
、
文
献
資
料
で
あ
る
こ
れ
ま
で
の
作

品
資
料
に
ど
の
程
度
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
手
懸
か
り
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
書
記
す
る
者
が
記
述
す
る
こ

の
「
さ
と
り
」
乃
至
「
さ
と
る
」
の
意
味
で
用
い
る
漢
字
の
標
記
は
、
僅
か
数
文
字
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
が
、
仏
典
・

漢
籍
、
漢
詩
文
、
物
語
、
記
録
類
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
行
き
ま
す
。

更
に
、
時
代
は
降
っ
て
室
町
時
代
に
な
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
文
明
本(

広
本)

『
節
用
集
』
に
収
録
す
る
「
さ
と

る
」
の
漢
字
を
見
て
み
ま
す
と
、

【
了
】
【
覺
】
【
智
】
【
解
】
【
悟
】
【
喩
】

の
六
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
漢
字
を
以
て
、
人
名
に
充
て
る
と
そ
の
広
が
り
は
多
少
広
が
る
の
で
し
ょ
う
が
、
こ

れ
も
人
名
「
さ
と
り
」
や
「
さ
と
る
」
を
こ
こ
か
ら
抜
粋
し
て
い
く
と
、
こ
れ
は
お
目
に
か
か
ら
な
い
漢
字
語
が
見
え

て
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
漢
字
の
集
合
は
、
和
語
「
さ
と
り
」
と
い
う
こ
と
は
明
確
で
す
が
、
実
際
の
使
用
例
か
ら
見
ら

れ
な
い
、
仏
教
語
資
料
な
ら
で
は
の
専
門
用
語
と
し
て
こ
れ
ら
の
語
が
こ
の
古
辞
書
に
網
羅
さ
れ
て
い
て
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
は
じ
め
て
自
覚
で
き
る
の
で
す
。
こ
ん
な
に
、
人
が
一
生
を
過
ご
す
間
に
一
度
も
見
き
聞
し
な
い
、
言
わ

ば
知
ら
な
い
ま
ま
で
終
わ
る
漢
字
語
を
こ
こ
に
ほ
ん
の
僅
か
で
す
が
、
私
た
ち
は
垣
間
見
た
わ
け
で
す
。
次
に
同
じ
こ

と
ば
を
現
代
の
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
求
め
て
み
ま
す
と
、

さ
と
り
【
悟
・
覚
】
〔
名
〕
（
動
詞
「
さ
と
る
（
悟
）
」
の
連
用
形
の
名
詞
化
）
物
事
の
道
理
を
は
っ
き
り
と
知
る

こ
と
。
理
解
。
ま
た
、
気
付
く
こ
と
。
感
知
す
る
こ
と
。
察
知
。
＊
日
本
書
紀
〔
七
二
〇
〕
仁
徳
即
位
前
（
前
田

本
訓
）
「
今
、

我
は

弟
な
り
。
且
、
文
献
足
ら
ず
」
＊
日
本
書
紀
〔
七
二
〇
〕
仁
徳
即
位
前
（
前
田
本
訓
）
「
若

や
つ
か
れ

い
ろ
と

サ
ト
リ

し
死
り
ぬ
る
者
、

知
有
ら
ば
、
先
の
帝
、

我
を
何
謂
さ
む
や
」
＊
大
唐
西
域
記
巻
十
二
平
安
中
期
点
〔
九
五
〇

を
は

ひ
と

サ
ト
リ

や
つ
か
れ

い
か
が
お
ほ

頃
〕
「
衆
生
は
随
類
の

悟
有
り
」
＊
宇
津
保
物
語
〔
九
七
〇
～
九
九
九
頃
〕
祭
の
使
「
私
豊
か
に
さ
と
り
な
き
学

サ
ト
リ
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生
共
に
は
、
豊
か
に
給
へ
れ
ど
も
」
＊
書
陵
部
本
類
聚
名
義
抄
〔
一
〇
八
一
頃
〕
「
智
慧

真
云
サ
ト
リ
」
仏
語
。

迷
い
を
去
っ
て
真
理
を
知
る
こ
と
。
生
死
の
世
界
を
超
越
す
る
こ
と
。
＊
法
華
義
疏
長
保
四
年
点
〔
一
〇
〇
二
〕

五
「
迷
を
守
る
徒
を
し
て
此
に
因
て

暁
を
得
使
め
む
と
な
り
」
＊
源
氏
物
語
〔
一
〇
〇
一
～
一
四
頃
〕
蛍
「
説

サ
ト
リ

し

き
お
き
給
へ
る
御
法
も
、
方
便
と
い
ふ
事
あ
り
て
、
さ
と
り
な
き
者
は
、
こ
こ
か
し
こ
た
が
ふ
疑
ひ
を
お
き
つ
べ

く
な
ん
」
＊
山
家
集
〔
十
二
Ｃ
後
〕
下
「
誓
ひ
あ
り
て
願
は
ん
国
へ
行
べ
く
は
西
の
門
よ
り
悟
り
開
か
ん
」
＊
平

家
物
語
〔
十
三
Ｃ
前
〕
灌
頂
・
六
道
之
沙
汰
「
異
国
の
玄
弉
三
蔵
は
、
悟
の
前
に
六
道
を
見
」
＊
集
義
和
書
〔
一

六
七
六
頃
〕
一
一
「
禅
さ
と
れ
り
と
い
へ
ど
も
、
死
を
畏
る
る
よ
り
悟
を
求
む
」
＊
盤
珪
禅
師
法
語
〔
一
七
三
〇
〕

「
悟
は
迷
に
対
し
て
の
事
也
。
人
々
仏
体
に
し
て
、
一
点
も
迷
ひ
な
し
」【
発
音
】
平
安
・
室
町
・
江
戸
【
辞
書
】

名
義
・
和
玉
・
日
葡
・
ヘ
ボ
ン
・
言
海
【
表
記
】
慧
（
名
義
）
暁
（
和
玉
）
悟
（
ヘ
ボ
ン
）
覚
（
言
海
）［
項
目
］

①
さ
と
り
の
雲
②
さ
と
り
の
花
③
さ
と
り
の
母
④
さ
と
り
の
道
⑤
さ
と
り
を
開
く

く
も

は
な

は
は

み
ち

ひ
ら

と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
に
は
、
上
記
に
引
用
し
た
古
辞
書
『
類
聚
名
義
抄
』
も
見
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の

全
貌
を
こ
の
国
語
辞
書
が
記
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ご
留
意
し
て
下
さ
い
。

〈
補
助
資
料
〉
『
大
辞
泉
』
所
載
、
【
類
聚
名
義
抄
】
る
い
じ
ゅ
み
ょ
う
ぎ
し
ょ
う
〔
ル
イ
ジ
ユ
ミ
ヤ
ウ
ギ
セ
ウ
〕

平
安
末
期
の
漢
和
辞
書
。
編
者
未
詳
。
仏
・
法
・
僧
の
三
部
か
ら
な
り
、
一
二
〇
の
部
首
に
よ
っ
て
漢
字
を
分
類
し
、
字
音
・
字
義

・
和
訓
な
ど
を
注
記
し
、
和
訓
に
は
声
点
に
よ
っ
て
ア
ク
セ
ン
ト
が
示
さ
れ
る
。
別
名
に
名
義
抄
。

智
慧

炎
云
恵
上

弘
云
胡
桂
［
平
去
］

反
。
絮
丶
精
明
丶
・
中
云
解
丶
明
丶
。
真
云
サ
ト
リ
［
上
上
上
］
〔
心
部

④
〕
。

236
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※
［
真
興
・
真
］
人
名
。『
大
般
若
経
音
訓
』
四
巻
。
真
興(933-1004)

撰
。
逸
書
。

出
典
表
記(
頻
度)

は
、
真
興(1)

、
真(668)

、
如
真
興
音
義
第
二(

１)

、
真
〔
虫
〕(

１)

、
同
〔
真
〕(

２)

、
又
〔
真
〕(

４)

、
又
〔
真

興
〕(

１)

。
「
真
」
等
の
注
記
の
存
す
る
掲
出
項
（
熟
語
）
が
大
般
若
経
に
見
え
る
述
語
な
い
し
固
有
名
詞
で
あ
る
こ
と
、
鵝
珠
抄
巻
末

記
載
の
重
誉
撰
『
大
般
若
経
音
義
』
と
の
類
似
な
ど
か
ら
、
『
大
般
若
経
音
訓
』
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
「
真
」
等
に
は
、
漢
文
の
音
注

釈
義
の
他
に
片
仮
名
の
和
音
・
和
訓
を
引
く
（
以
上
、
吉
田(1954b:15)

）
。
片
仮
名
の
注
は
、
逸
文
に
和
訓
の
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、

大
般
若
経
音
訓
と
は
別
書
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解
（
築
島(1959)

、
築
島(1960:10)

、
築
島(1963b:28)

）
も
あ
っ
た
が
、
逸
文
と

図
書
寮
本
の
注
文
形
式
の
分
析
か
ら
、
片
仮
名
音
注
は
、
『
大
般
若
経
音
訓
』
の
傍
書
片
仮
名
音
注
を
採
録
し
た
も
の
、
和
訓
注
記
は

多
分
な
し
、
と
修
正
さ
れ
た
（
築
島(1973)

）
。
叡
山
文
庫
蔵
『
息
心
抄
』
所
引
の
『
真
興
音
訓
逸
文
』
と
の
比
較
か
ら
、
採
録
の
序
列

は
、
慈
恩
、
玄
応
、
中
算
よ
り
下
位
、
上
位
出
典
に
重
な
ら
な
い
部
分
を
引
く
こ
と
、
全
載
の
方
針
で
あ
る
と
推
定
（
山
本(1990)

）
。

真
興
の
音
注
は
漢
字
音
研
究
の
重
要
資
料
で
あ
る
（
沼
本(1978a)

）
。
〔
池
田
証
壽
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
略
注
』
か
ら
抜
粋
〕

次
に
人
名
漢
字
と
し
て
の
「
さ
と
る
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

里
・
智
・
悟
・
聡
・
郷
・
覚
・
慧
・
賢
・
哲
・
怜
・
敏
・
諭
・
哲
・
聖
・
暁
〔
曉
〕
・
識
・
学
〔
學
〕
・
了
・
解

・
敬
・
恵
・
惺
・
啓
・
知
・
理
・
達
・
仏
〔
佛
〕
・
束
留

こ
れ
ら
の
漢
字
が
凡
て
「
さ
と
る
」
と
読
む
文
字
で
す
。
実
際
に
漢
和
辞
典
を
繙
い
て
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

分
類
の
基
準

い
よ
い
よ
実
際
に
、
こ
と
ば
そ
の
も
の
を
分
類
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
此
の
画
像
を
御
覧
願
い
ま
す
。
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家
の
軒
先
に
魚
を
干
し
た
物
で
す
。
こ
の
干
し
物
を
日
本
人
は
何
と
呼
称
し
て
来
た
で
し
ょ
う
か
？
日
本
で
は
「
奈

良
時
代
ま
で
遡
る
干
物
の
歴
史
」
を
世
界
で
見
る
と
、
干
し
物
の
歴
史
は
、
「
エ
ジ
プ
ト
の
壁
画
（
カ
ッ
サ
ー
ラ
と
い

う
と
こ
ろ
に
あ
る
五
千
百
年
前
の
も
っ
と
も
古
い
ス
テ
ッ
プ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
描
か
れ
た
壁
画
で
す
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
が

魚
を
開
い
て
い
る
ん
で
様
子
）
」
が
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
図
１
》
日
本
の
「
楚
割
」
の
風
景

《
図
２
》
エ
ジ
プ
ト
の
壁
画

こ
の
干
し
物
に
ど
の
よ
う
な
名
前
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
…
…
。
ま
た
、
あ
な
た
で
あ
れ
ば
、
ど
の

よ
う
な
呼
び
名
を
こ
の
干
し
物
に
つ
け
ま
す
か
？

実
際
に
こ
と
ば
を
慥
か
め
て
行
き
ま
し
ょ
う
！
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